
〈
特
集
〉
学
び
の
保
障
と
国
語
科
授
業
づ
く
り

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
み
ん
な
で
創
る
学
び
の
探
究
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

濱
野
天
司
郎
（
1
）

学
習
意
欲
を
高
め
る
指
導
の
工
夫

　
　
　
　

―
「
読
書
」
を
中
核
と
し
た
授
業
実
践
か
ら
― 

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
間
下　

智
司
（
8
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
分
散
登
校
期
間
に
お
け
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
学
習
の
報
告

　
　
　
　

―
芥
川
龍
之
介
「
ト
ロ
ッ
コ
」
の
実
践
か
ら
―
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

堺　
　

雄
輝
（
19
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
古
典
の
授
業
実
践

　
　
　
　

―Classi

とZoom

の
活
用
を
通
し
て
見
え
た
可
能
性
と
課
題
―
 …
…
…
…
…
…
…
櫻
井　

礼
子
（
30
）

教
育
改
革
×
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
踊
る
高
校
国
語
教
育
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
後
藤　
　

厚
（
38
）

「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
お
け
る
学
習
・
生
活
の
様
子
と
授
業
実
践
例
 …
…
…
…
…
…
…
藤
倉　

遼
介
（
46
）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉「
古
文
教
育
に
お
け
る
文
法
学
習
―
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か
タ
マ
ゴ
が
先
か
―
」

 「〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
古
文
教
育
に
お
け
る
文
法
学
習
―
―
ニ
ワ
ト
リ
が

先
か
タ
マ
ゴ
が
先
か
―
―
」
を
め
ぐ
っ
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
井
美
弥
子
（
53
）

古
文
の
授
業
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　

―
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
文
法
用
語
の
問
題
― 

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
根
本　
　

駿
（
57
）

古
典
の
授
業
で
文
法
を
ど
う
扱
う
か

　
　
　
　

―
和
歌
文
学
の
可
能
性
―
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
林　

賢
太
（
65
）　

わ
た
し
た
ち
の
「
社
会
・
世
界
」
を
知
る
た
め
の
文
語
文
法
学
習

　
　
　
　

―
木
を
見
て
森
を
考
え
る
―
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
馬　

義
貴
（
73
）

〈
論
文
〉

痛
み
を
読
む
人

　
　
　
　

―
『
明
暗
』
論
―
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
飯
山　

諒
子
（
80
）

故
事
成
語
「
臥
薪
嘗
胆
」
教
材
考

　
　
　
　

―
成
立
と
受
容
の
観
点
に
照
ら
し
て
―
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
樋
口　

敦
士
（
91
）

大
村
は
ま
国
語
教
室
の
読
書
会
に
お
け
る
話
し
合
い
の
指
導
の
展
開

　
　
　
　

―
実
践
対
象
の
相
違
に
よ
る
指
導
内
容
の
変
化
―
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
甲
斐　

伊
織
（
102
）

〈
実
践
報
告
〉

明
確
な
言
語
意
識
を
持
っ
て
伝
え
合
う
力
を
高
め
る
実
践
研
究

　
　
　
　

―
五
つ
の
学
習
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ
た
「
地
元
大
好
き
、
町
じ
ま
ん
大
会
」
と

　
　
　
　
「
ひ
み
つ
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
」
の
交
流
活
動
を
通
し
て
―
 
…
…
…
…
…
…
…
…
明
比　

宏
樹
（
113
）

比
較
を
用
い
て
文
学
の
解
釈
を
深
め
る

　
　
　
　

―
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
とGCSE

を
参
考
に
―
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
加
藤　

晴
奈
（
125
）

多
様
な
活
動
を
通
し
て
考
え
を
形
成
す
る
「
読
む
こ
と
」
の
授
業

　
　
　
　

―
単
元
「
東
京
〝
論
〞
か
ら
考
え
る
」
の
授
業
実
践
―
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
美
谷
島
秀
明
（
135
）

〈
現
場
か
ら
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
通
し
て
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
加
賀
美　

遥
（
146
）

文
学
に
心
動
か
さ
れ
る
と
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
屋
有
里
子
（
147
）

四
年
目
に
向
け
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
能
地　

克
宜
（
148
）

コ
ロ
ナ
禍
の
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
深
澤　

克
俊
（
149
）

〈
新
刊
一
覧
〉 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
150
）

〈
新
刊
紹
介
〉 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
152
）

権
代
典
弘
・
久
保
彰
恒
・
宍
戸
瑞
希
・
西
永
香
奈
子
・
小
林
賢
太
郎
・
山
田
範
子

幾
浦
裕
之
・
原
み
な
と
・
堀
口
紗
希
・
海
老
原
拓
実
・
王
培
・
本
橋
龍
晃
・
梅
村
岳
宏
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報
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稿
募
集

特
集　

 「
探
究
的
な
学
び
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成
二
九
年
告
示
学
習
指
導
要
領
を
踏

ま
え
、
言
葉
に
よ
る
「『
見
方
・
考
え
方
』
を
習
得
・
活
用
・
探
究
と
い

う
学
び
の
過
程
の
中
で
働
か
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
質
の
高
い
深

い
学
び
に
つ
な
げ
る
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』」
に
向
け
た
授

業
改
善
の
取
り
組
み
等
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、

平
成
三
〇
年
告
示
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
に
お
い
て
「
学
習
内

容
の
改
善
・
充
実
」
と
し
て
「
学
習
過
程
の
明
確
化
、『
考
え
の
形
成
』

の
重
視
、
探
究
的
な
学
び
の
重
視
」
が
挙
げ
ら
れ
た
り
、「
古
典
を
主
体

的
に
読
み
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
と
自
分
を
取
り
巻
く
社
会
に

と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や
価
値
に
つ
い
て
探
究
す
る
科
目
」
と
し
て
「
古

典
探
究
」
が
設
定
さ
れ
る
等
、国
語
科
の
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
「
探
究
」

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
度
か
ら
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
も
と
全

国
の
児
童
・
生
徒
に
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一
体
的

に
充
実
し
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
向
け
た
授
業
改
善

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
特
集
で
は
、
学
習
者
の
探
究
的
な
学
び
を
支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

指
導
の
工
夫
等
、
探
究
的
な
学
び
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
校
種

を
問
わ
ず
、
幅
広
く
み
な
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

 

【
募
集
要
領
・
執
筆
規
定
】

　
《
論
文
・
実
践
報
告
》　

二
九
字
×
二
四
行
で
二
〇
頁
以
内
（
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
換
算
三
五
枚
以
内
。
注
・
図
版
を
含
む
）。

　
《
研
究
ノ
ー
ト
》　

二
九
字
×
二
四
行
で
九
頁
以
内
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿

用
紙
換
算
一
〇
〜
一
五
枚
程
度
で
、
一
定
の
学
術
的
価
値
を
有
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
、
萌
芽
的
研
究
報
告
を
記
し
た
も
の
。
注
・
図
版
を
含
む
）。

　
《
現
場
か
ら
》　

日
々
の
教
育
の
中
で
感
じ
る
喜
び
、
悩
み
、
現
場
の
近
況

報
告
、
そ
の
他
様
々
な
感
想
な
ど
を
、
二
九
字
×
三
〇
〜
四
〇
行
（
四
〇
〇

字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
二
〜
三
枚
）
に
ま
と
め
た
も
の
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

◎　

特
集
の
他
、
一
般
の
投
稿
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

◎　

投
稿
方
法
は
以
下
の
二
種
類
で
す
。

　

・
郵
送
に
よ
る
投
稿
（
当
日
必
着
）

　
　

投
稿
種
別
を
記
し
た
原
稿
と
四
〇
〇
字
要
旨
（「
現
場
か
ら
」
は
除
く
）

　
　

 

を
各
四
部
と
、
執
筆
者
情
報
（
①
氏
名
・
よ
み
②
〒
住
所
③
連
絡
先
Ｔ

Ｅ
Ｌ
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
④
掲
載
時
の
ご
所
属
ま
た
は
肩
書
き
）
を
明

記
し
た
用
紙
一
枚
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
学
会
登
録
情
報
と

異
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
一
度
提
出
さ
れ

た
原
稿
は
、
不
採
用
の
場
合
で
も
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
元

に
控
え
を
お
残
し
く
だ
さ
い
。
採
用
・
再
査
読
の
場
合
に
電
子
デ
ー
タ

を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
投
稿
（
当
日
一
七
時
締
切
）

　
　

原
稿
・
要
旨
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

◎　

投
稿
締
切
は
、
二
〇
二
二
年
九
月
二
七
日
（
火
）
で
す

　

◎ 　

抜
刷
を
ご
希
望
の
場
合
は
、印
刷
会
社
に
直
接
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
自
費
と
な
り
ま
す
。

　

◎ 　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
の
う
え
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
が
運
営
す
る
「
早
稲
田
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
に
て
保
存
し
、
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
公
開
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
公
開
で
き
な
い
特
別
な
理
由
が
あ

る
場
合
、
事
務
局
に
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

◎ 　

図
版
や
生
徒
の
写
真
・
記
録
等
は
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
事
前
に

許
諾
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

★
書
式
は
、
左
記
の
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

　

http://w
w
w
.w
aseda.jp/assoc-w

-kokukyou/

★
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、
学
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
会
ア
ド
レ
ス
：w

asekokukyou@
gm
ail.com


